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創業以来、「インターネットのインフラ・サービスインフラ」を一貫して提供

グループ概要｜コーポレートスローガン



3

グループ概要｜会社概要
本社 GMOインターネットグループ株式会社

代表者 代表取締役グループ代表

会長兼社長執行役員・CEO 熊谷 正寿

所在地 (グループ本社)

 東京都渋谷区桜丘町26ｰ1 セルリアンタワー

(グループ第2本社)

 東京都渋谷区道玄坂1丁目2番3号  渋谷フクラス

設立 1991年5月24日

証券コード 9449（東京証券取引所プライム市場）

事業内容 ネットインフラ事業

ネットセキュリティ事業

ネット広告・メディア事業

ネット金融事業

暗号資産事業

資本金 50億円

グループパートナー数 7,497名

グループ会社数 連結119社（2025年3月末時点）
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グループ概要

変化の速いインターネット市場へ対応するため、権限を分散したグループ経営を志向

上場10社を中心とする

グループ119社
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グループ概要

グループ時価総額

2兆1,243億円

プライム ：4社
スタンダード ：2社
グロース ：4社

※時価総額は2025年5月14日時点
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グループ概要

インターネットのプロ集団

7,497名
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持続的成長を支える強み

①自立経営

②自社開発・運用

③岩盤ストック収益
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①自立経営

各グループ会社がGMOイズムのもと

No.1戦略を追求、成長商材を創出

結果としてリスク分散されている経営
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6,012 5,958
6,048

6,180
6,272

6,554

6,767 6,782

7,042
7,133 7,213

7,317 7,361 7,393 7,396 7,438 7,431
7,525 7,546 7,565 7,497

採用対象を
AI/高度人財に限定

上昇基調

目標 60％

総パートナー数（役員・非常勤役員を除く従業員）（人）

うち、エンジニア・クリエイター比率（％）

※1:持分法適用会社（GMOあおぞらネット銀行など）のパートナー数は含んでおりません。
なお、2025年3月末時点での上記パートナー数は329名となります。

※2:新卒年収710万プログラム入社（23/4～）、中途パートナー採用にAI試験を導入（23/6～）

51.7％

45.6％46.4％

49.6％
48.1％

※2

49.8％

20

Q1 Q2 Q3 Q4

21 22 23 24 25

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

②自社開発・運用｜エンジニア・クリエイター比率
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③岩盤ストック収益

GMOインターネットグループにおける岩盤ストック収益とは

無くならない、無くてはならない

かつ

継続課金の商材
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連結売上高の推移

持続的成長を実現

02 10 161200 1404 06 08 18 20

79

2,774
（億円）

24

※ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）

適用による影響額

売上高
計上ルール変更

※

22
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③岩盤ストック収益

単価・件数ともに上昇し順調に拡大

×

岩盤ストック収益

16 17 18 19 21 22 2420

契約件数

単価

※

23

※ インフラ事業におけるストック＆トランザクション収益の合算値（ドメイン、クラウド・レンタルサーバー、
セキュリティの一部、EC支援の一部、決済の一部及びインターネット接続）

1.6倍

1.7倍

2.8倍 岩盤ストック収益

その他収益
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1,143 1,152 

1,229 1,227 

1,456 
1,429 

岩盤収益基盤

1,429万件

ネットインフラ｜契約件数

※1:緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置期間

+77 ▲2

＋229

+9

▲26

20

Q1 Q2 Q3 Q4

21 22 23 24 25

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

コロナ影響期間
※1
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52 47 43
65

84
114

140
162

192
219

287

359

19
16

12

12

9

7

5

4

11

21

18

27

47 62
96

96
79

107
85

106

117

92

137

43

7

90

▲ 12

34

1

100

110
129

148

170 176

217

252
278

410
437

424

466

連結 通期業績推移

16期連続増収

営業利益売上高
（億円）

その他
インキュベーション
暗号資産
ネット金融
ネット広告・メディア
ネットインフラ

（億円）

13 15 18 20 21 2214 16 1917 24 13 15 18 20 21 2214 16 1917 2423 23

381
461

554
654

846
1,008

1,140
1,312

1,387
1,500

1,715
1,849

315

353

405

441

440

467

468

468

520 340

346

340

214

229

298

273

263

307

285

308

338 425

472

437

67

206
62

45

91

133

937

1,093

1,263
1,350

1,542

1,851

1,961

2,105

2,416 2,456

2,586

2,774
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1,712万の顧客基盤からなる事業群
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インフラ領域
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ドメイン登録・販売（ドメインレジストラ）

シェア
国内No.1

83.3％

件 数

939万件
※国内ドメインシェアICANN調べ

※
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クラウド・レンタルサーバー（ホスティング）

シェア
国内No.1

58.3％

件 数

111万件
※domaintools.com調べ

※
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ネットショップ支援（ECプラットフォーム）

有料店舗数

4.7万件
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決済

決済金額

20.5兆円/年

※直近12ヶ月合計

※
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インターネット接続（プロバイダー）

※2024年「光コラボアワード2024」総合満足度最優秀賞

光コラボアワード
満足度ランキング

1位
ご契約回線

219万回線

※
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ネットセキュリティ事業
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ネットセキュリティ

グループの最注力分野としての位置付けを明確化、中長期の成長ドライバーとする

ネットセキュリティ

サイバー攻撃対策
（サイバーセキュリティ）

なりすまし監視・削除支援
（ブランドセキュリティ）

盗聴・改ざん・
なりすまし防止

（暗号セキュリティ）
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ネットセキュリティ｜3つの領域

総合的なネットセキュリティサービスを展開

盗聴・改ざん・なりすまし防止
（暗号セキュリティ）

サイバー攻撃対策
（サイバーセキュリティ）

なりすまし監視・削除支援
（ブランドセキュリティ） 

事業会社

サービス・製品

脆弱性診断・ペネトレーションテスト

強み 認証局の技術・運用ノウハウ ホワイトハッカーの技術力 知財・商標の運用ノウハウ
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「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクト
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「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクト第1弾「GMOセキュリティ24」

パスワード漏洩診断、Webリスク診断、セキュリティ相談AIを24時間、無料で提供

※ https://www.gmo.jp/security/

https://www.gmo.jp/security/
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GMO安心可視化サイトシール

セキュリティ対策を“見える化”、コストを信頼への投資に

暗号
セキュリティ

サイバー
セキュリティ

ブランド
セキュリティ
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企業ロゴ付きメール/企業ロゴ所有証明書

ブランド向上となりすまし・フィッシング対策を実現（25/4～）

※1

※1: 企業ロゴ付きメール（BIMI）。BIMI（Brand Indicators for Message Identification）は企業が送信するメールに自社のブランドロゴを表示できるようにするための国際規格

※2:企業ロゴ所有証明書（VMC）。VMC（Verified Mark Certificate）はブランドロゴの真正性を示すために認証局が発行する証明書

※2

自社のロゴが
受信トレイに表示
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「ネットのセキュリティもGMO」プロジェクト第3弾

「GMO『.貴社名』申請・運用支援サービス」を提供開始（25/5/12～）
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①盗聴・改ざん・なりすまし防止（暗号セキュリティ）

国内シェア

No.1

※:国別コード ランキング より Netcraft社調べ

※
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①盗聴・改ざん・なりすまし防止（暗号セキュリティ）｜導入事例
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①盗聴・改ざん・なりすまし防止（暗号セキュリティ）｜電子印鑑

国内シェアNo.1

契約社数

277万件
送信件数

517万件/Q
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電子印鑑｜導入事例
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②サイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）

ホワイトハッカー数
国内

No.1

※フェルミ推定

※
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②サイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）｜実績

サイバーセキュリティ診断

10,500件以上

※1:当社調査による ※2:HTB Business CTF 2024: 国内1位 ※3:2023年 DEF CON 31 Cloud Village CTF、2024年 DEF CON 32 Cloud Village CTF: 世界1位
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②サイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）｜導入事例
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自衛隊
サイバー防衛隊のスキル向上に向け、トレーニングを実施

警察
捜査協力に対し、感謝状・盾を受領

②サイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）｜公共機関との取組み

※1

※1:「GMOサイバーセキュリティ byイエラエ 自衛隊サイバー防衛隊に対するペネトレーションテスト訓練を実施」（23/2/1）

※2:「IoTフォレンジック技術での捜査協力により長野県警察本部より感謝状と盾を受領しました」（23/5/25）

※2
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ネットインフラ｜サイバーセキュリティ SOC開設

1/23
オープン
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③なりすまし監視・削除支援（ブランドセキュリティ）

日本企業
ブランドランキングTOP100

導入企業数

72％

※Best Japan Brands 2024 Rankings Top100

※
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③なりすまし監視・削除支援（ブランドセキュリティ）｜導入事例



金融・決済・暗号資産領域
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金融・決済・暗号資産領域

JV設立

GMO-PGへ出資：約38.6億円（3.26％）

決済

証券FX

ネット銀行

50.0％

決済

暗号資産

交換

マイニング

決済
株式取得：2.13%

50.0％（14.9%）

※2:持株比率。括弧内は議決権比率、主要株主認可を取得した場合、50％となる見通しです。

→

2018年7月17日事業開始

※1:2025年3月末時点

※2

※1
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ネット証券

F  X ：155万口座
CFD ： 22万口座
証 券 ： 53万口座
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暗号資産事業

暗号資産マイニング事業

暗号資産交換事業
暗号
資産

暗号資産決済

┗ステーブルコイン発行

72万口座

Mining

Exchange

Payment
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GMOあおぞらネット銀行

銀行とITの融合

GMOインターネットグループが持つ

「テクノロジー」
あおぞら銀行の

「銀行経営ノウハウ」

2018年7月誕生
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GMOあおぞらネット銀行｜ビジョン
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GMOあおぞらネット銀行

Point
1

Point
2

Point
3

Point
4

法人のお客さまにフォーカス

Point
5

為替、デビットカード、ビジネスローンがベースビジネス

銀行システム＋銀行API＋内製開発

BaaS byGMOあおぞら

社員約4割がエンジニア
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トピックス
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「AIで未来を創るNo.1企業グループ」実現への取り組み（1/2）

GMOインターネットグループは、約10年前に最初のデータサイエンティストを採用して以来、金融
関連データの解析をはじめとするAIの研究・開発を推進し、多くの成果を上げてきました

2013年
GMO NIKKOにおいて、ビッグデータ解析基盤(DMP)の構築・解析
GMOアドマーケティングにおいて、レコメンドウィジェットシステムと機械学習モデ
ルの開発・解析 など

2014年 最初のデータサイエンティストを採用開始以降、常にAI人財の採用強化

2015年 AIの研究・開発を本格化

2016年
最初のAI支援プロダクト「TAXEL」リリースGMOクリック証券のデータ解析基
盤開発

2017年 GMOクリック証券のデータ解析運用稼働

2020年1月
第一研究開発グループからデータ解析・開発グループに組織改編
GMOタウンWiFiのアプリ「タウンWiFi」において、機能や施策の効果測定を
因果推論の技術を活用

2022年4月 AI研究開発室発足
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「AIで未来を創るNo.1企業グループ」実現への取り組み（2/2）

そして、2022年11月の「ChatGPT」の登場により変わる世界を予感し、いち早くグループ全体
でその積極的な活用を開始しました

①時間とコストの節約
②既存サービスの質向上
③AI産業への新サービス提供

を軸として、日々最新のAI情報をキャッチアップしながら「AI活用No.1企業グループ」を目指した
取り組みを続けています。さらに2024年にはキャッチコピーを「AIで未来を創るNo.1企業グルー
プへ」と深化させ、その実現を加速してまいります

詳細は https://www.gmo.jp/ai-history/ をご覧ください

https://www.gmo.jp/ai-history/
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GMO AIR｜ビジネスモデル
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ESG（マテリアリティ）
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ESG｜マテリアリティ

事業を通じた社会課題解決

挑戦 No.1サービスへのこだわり
インターネット産業で圧倒的No.1のサービスを、自社開発・自社運用で提供する

お客様の笑顔を守る責任
安心・安全なインターネットインフラの提供で、お客様の笑顔を守る

事業活動による社会課題の解決
地球環境・社会・人々の幸福に貢献する

チャレンジを続け、共に成長できる集団
パートナーひとりひとりが活躍できる環境が、No.1サービスを生み出す

経営基盤の強化

ステークホルダーの笑顔を最大化
かかわるすべての方との対話を通じて、ファンを増やす

100年単位で継続する企業グループ
持続的成長を実現するための強固な体制を作る

• 最先端テクノロジーによる新製品・新サービス・新事業の継続的開発
• データ利活用によるサービス向上
• AIの利活用によるサービス向上
• No.1サービスを武器にグローバル展開

• すべての人に安心・安全なインターネットを
• 事業継続（BCP）体制の確立

• 事業活動を通じた地球温暖化への取り組み

• パートナーの笑顔を増やす取り組み
• パートナーひとりひとりのパフォーマンス向上
• GMOイズムという価値を共有する組織の構築

• かかわるすべての方の笑顔の創出
• 地域社会との関係強化

• コーポレートガバナンスの強化
• グローバル体制の構築

安全

環境

人財

信頼

ガバナンス

経営基盤の強化

安全

環境

人財

信頼

ガバナンス
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ESG｜マテリアリティマトリックス

「ステークホルダーにとっての重要性」「GMOインターネットグループにとっての重要性」の両者の視点から機会とリスクを踏
まえた評価を行い、重要課題を特定しました。
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ESG｜サステナビリティ経営 SDGsへの貢献

社会・環境課題の解決に

グループの事業を通じて貢献

・
・
・
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ESG｜開示拡充の状況/外部からの評価

2021 2022 2023 2024

SDGsへの取り組みリリース

サステナビリティ基本方針策定

サステナビリティ推進委員会設置

CG報告書アップデート

グループ執行役員制度導入

ESG開示拡充（ESGデータ開示）

TCFD開示

マテリアリティ特定

人的資本開示拡充

2013年12月

2023年3月 2023年12月
ESG評価機関からの評価/ESGインデックスへの組み入れ

*1 GMOインターネットグループ株式会社によるMSCI ESGリサーチLLCまたはその関連企業（「MSCI」）のデータ
の使用、およびMSCIのロゴ、商標、サービスマーク、インデックス名の使用は、MSCIによるGMOインターネット
グループ株式会社のスポンサーシップ、承認、推奨、またはプロモーションを意味するものではありません。MSCI
のサービスとデータは、MSCIまたはその情報提供者の財産であり、「そのまま」で提供され、いかなる保証も伴い
ません。MSCIの名称とロゴはMSCIの商標またはサービスマークです。

FTSE ESG Ratings

1.2

（開示の充実度）

*2 FTSE Russell (FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標)はここにGMOインターネットグループ株
式会社が第三者調査の結果、FTSE Blossom Japan Sector Relative Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄と
なったことを証します。FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexはサステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価
に広く利用されます。

当社は2024年4月に、MSCI ESG
レーティング評価で「BBB」を獲得しました

*1

*2

統合報告書開示予定
（2025年9月頃)

2024年1月

FTSE ESG Ratings

2.3

FTSE ESG Ratings

2.8

FTSE ESG Ratings

2.9



国内拠点・海外事業
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国内拠点

東 京
57社
4,605名

仙 台
2社 196名

大 阪
9社 144名

福岡・北九州
15社 343名

宮 崎
6社 247名

札 幌
3社 55名

新 潟
3社 4名

名古屋
5社10名

下 関
4社 151名

鹿児島
2社 20名

静岡・浜松
5社 18名

沖 縄
5社 43名

国内パートナー数

6,060名

神戸
2社 3名

※その他国内…221名
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海外事業｜拠点

世界21カ国 58拠点 海外パートナー数 1,598人



61

海外事業｜卸と直販

国内No.1実績のサービスを提供

インターネットの住所を独占的に卸売

盗聴・改ざん・なりすまし防止
（暗号セキュリティ）を卸売

直販卸
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32.0

43.6

51.7

57.7
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連結業績｜海外売上高推移

海外売上高

対前年

16.8％減

8.8％7.1%

9.3％

6.1％

■ 海外売上高（億円）

■ 海外売上高比率（％）

※20Q2に連結除外したマクロキオスクの数値を17Q1から遡及して控除しています

7.5%

9.2％
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